
佐賀広告センターの企業概要

 「佐賀広告センターは、創業から57年

を迎える、佐賀県の老舗広告代理店で

す。佐賀新聞社のグループとして、佐

賀県のほか、福岡県の新聞やテレビな

どの広告媒体の取り扱いや、印刷物、

交通広告、PR雑誌の制作などを主な

業務としてきましたが、現在はメディ

ア以外の業務が増えています。

　以前より、イベントの仕事をさせて

いただいてきましたが、コロナ禍前後

で、企業様を中心にメディアへの広告

の出稿量が減り、『出稿が落ち込んだ

時にどうすべきか？』という課題に直

面しました。

　そのような中、商品券事業やワクチ

ン接種事業など、これまでには無かっ

た業務にチャレンジするなど、創業当

時に比べて業務内容は大きく変化して

います」

DXに取り組むきっかけと課題

 「まずは情報管理が急務だと思ってい

ました。社内での情報共有のやり方で

すね。ナレッジシェアが必要でした。

そして、業務の工程管理も欠かせませ

ん。また、扱わせていただく業務が時

代と共に変化していく中で、顧客管理

などが属人化してしまった。それをう

まくシェアしたかったんです。

　商品券事業などは、業務の進め方

がほかと違い慣れが必要であったり、

100周年を企業が迎えて、その祝賀パ

ーティーの運営などもお手伝いさせて

いただいています。若手社員にこうい

った業務ナレッジをシェアできれば、

もっともっと受注できるんじゃないか

と思うんです。そんな情報共有の仕組

みを構築しようと、DXに取り組み始

めました。

　企画制作の資料を個人のパソコンの

フォルダー内にとどめないようにした

いですし、当社の業務は制作を外注す

る比率が高いんです。その進行管理が

大変なんですね。クラウドなどに情報
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を集中させて、一括管理できるように

したいと考えました。

　営業がクライアント先で案件に遭遇

しても、過去の実績を共有できていな

いと、当社で実行不可と思い込み、売

上を逃してしまうこともまれにありま

す。これはもはや死活問題とも言えます」

本事業で取り組んだ作業

 「情報管理の社内ルールや、仕分け方

が、昔のままで使いにくくなっていま

した。最初にそこを整理して、いずれ

は社員へアナウンスして、みんなに使

ってもらおうと思っています。そのた

めのルール作りやマニュアル作りに着

手しました。

　そして、社内全体への説明会などを

適時行っていきたいと考えています。

今回、DXを進めていく中で、『情報

管理などのルールがなぜ必要なのか？　

将来像は何か？ゴールは何か？』とい

ったビジョンがしっかりと描けるよう

になってきました。そして、アプリや

システムなどのツールを更新する以前

に、なぜこのルールが必要かといった、

考え方を共有することの方が、重要だ

った気がします。

　一方で、社員全体として見ると、業

務改善についての理解はまだこれから

だと思っています。情報共有の仕組み

を何とか改善して欲しいといった声は、

現場からも上がっていたんです。です

から、問題意識はあると思います。そ

こは、私や中島からのメッセージの出

し方に工夫が必要かもしれません。

　我々が広告業界だからDXが進捗す

るとかしないとか、そういう業界の特

異性は、今回のDX事業から感じませ

んでした。むしろ、まだまだできる事

がありそうです。例えば、情報共有に

より、人材教育にも役立ちそうだと思

っていますし、未来に必要な人材像も

見えてくるはずです。そういう意味で

は、今回のDX事業は当社の持ってい

る様々な技術や知識を蓄える、その器

になっていくんじゃないかと思います。

　そして、業務負担を圧縮して、働き

方の改善にもつながると思っています。

先輩たちが取り組んだ業務内容をきち

んと保存できれば、『この企画書の項

目を書き換えれば、本案件にそのまま

使えそう！』なんて機会ができるかも

しれません。

　営業担当にとって資料作成は負荷の

高い業務です。それが過去の資料を上

手く活用したり、部分的にAIで制作す

るなどが可能になる。そんな時代が近

づいていると思います。我々は業界で

50年以上も事業をしていますが、今、

大革命が起きていますからね。

　時短面を主にお話しましたが、広告

業界は勉強が必須の時代です。制作物

も大きく進化しています。営業、制作、

そして経理や総務も含め、当社には進

化が必要です。

　営業面で言えば、当社が目指すべき

姿はコンサルティング営業かもしれま

せん。イベントもそうですが、広告メ

ディアだけでは売上拡大につながらな

い時代に突入しておりまして、クライ

アントが考えているのが、例えばメデ

ィア以外のイベントであったり、また

別の話であったり……そういった時に

クライアントの一番そばに居る我々が

しっかりと対応してきた結果が、多分

今の状態だと思うんですね。

　プロジェクトを上手に管理する力で

あったり、うまく実現する力であった

り、あるいは人脈やネットワークであ

ったり……クライアントが抱える課題

を解消・実現できる。そういう会社に

なりたいと思っています。“課題解決

できるパートナー”みたいになりたい

ですね。

今後の展望

 「今回のDX事業で行いたいことを洗

い出した時、実は社内のシステムで実

行できることが整っていたのが、大き

な気づきでした。実は、すでにやれて

いたのだけれど、みんながやり方を知

らなかっただけだったというのが、一

番大きな気づきでした。特に、総務で

はシステム的に不満なく業務できる環

境でした。なので、営業や制作の負荷

をちょっと下げるのが、佐賀広告セン

ターの課題だと思います。

　経理のシステムも進化していくと思

いますが、当社ではちょっと難しいか

な？って思っています。例えば、請求

書を発行する際に、電子で統一できた

ら一番いいんでしょうけど、すべての

クライアントが電子で発行できるかと

いうと、難しい部分でもあります。

　今回のDX事業に携わりましたが、

時間が短かったなと思いました。ほか

にもまだまだ見えてくることがありそ

うです。そして、今後はDXや業務改

善の考え方を文化として当社に根付か

せていかなければならないと思ってい

ます。そのためには、社員が業務改善

に取り組む場合、きちんと評価する仕

組みも考えなければならないと思って

います。
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イベント・プロモーションの企画制作など
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